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絶
対
に
見
捨
て
な
い
。

い
た
い
、つ
ら
い
、
く
る
し
い
、
か
な
し
い
。

わ
か
ら
な
い
、
し
ら
な
い
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
。

不
安
な
あ
な
た
の
手
を
、
ど
う
か
さ
し
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
必
ず
そ
の
手
を
と
り
ま
す
。

助
け
を
求
め
る
す
べ
て
の
人
へ
、
絶
対
に
見
捨
て
な
い
医
療
を
。
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地域のみななさんんんのの健健健康康康ののたたためめめめめ

「絶対に見捨てななないい。。」」」をををモモッットトトトーーににににににに

全職員で取取り組組んんんんでででいいいまますすすす

院長 伊井 邦雄

２
０
２
０
年
早
々
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
に
よ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で

大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
感
染

予
防
の
た
め
に
面
会
制
限
を
実
施
し
て
お
り
（※

２
０
２
０
年
５
月
25
日
現
在
）
、
み
な
さ
ん
に
は
ご

不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
院
内
の
感

染
対
策
お
よ
び
地
域
の
方
々
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
を
避
け
、
石
け

ん
に
よ
る
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消

毒
、
う
が
い
の
徹
底
、
マ
ス
ク
に
よ
る
予
防
が
大
切

で
す
。
不
安
な
時
期
が
続
き
ま
す
が
、
力
を
合
わ
せ

て
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
日
本
で
は
大
半
の
方
が
何
ら
か
の
病
気

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
が
ん

が
死
因
の
多
く
を
占
め
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
加

齢
に
伴
う
免
疫
力
の
低
下
に
よ
る
肺
炎
が
上
位
と

な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
特
に
誤
嚥
性
肺
炎

は
老
化
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
一
度
完

治
し
て
も
繰
り
返
し
発
症
し
や
す
い
も
の
で
、
適

切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
90
歳
以
上
の
高
齢
に
な
っ
て
も
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
筋
力
や
体
の
バ
ラ
ン

ス
力
は
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

当
院
は
認
知
症
専
門
外
来
を
有
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
、
充
実
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
の
健
康
の
た
め
「
絶
対
に
見
捨
て
な
い
。
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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日本の郷土料理や海外の国際料理を毎週献立に取り入れ、知的好奇心を刺激し、
コミュニケーションの種を蒔きます。今回はその一部をご紹介します。

かきまぜ飯とは和歌山県印南町の郷土料理で
す。焼き鯖や根菜などを少し甘めの出汁で煮付
け、白飯に混ぜた一品です。その他にも特産品と
して有名な梅・みかんも使用しています。

ナシゴレンとはインドネシアの国民食で、ナシは
「飯」ゴレンは「揚げる」の意味があるチャーハン
のような料理です。その他にも温野菜に甘辛い
ピーナッツソースをかけたガドガドやビーフンを
使ったスープなどがあり、現地の味を再現したメ
ニューになっています。

おいしい！ 楽しい！ を
お届けします

入院期間中でも四季を感じて頂きた
いという想いから旬の食材の使用や年
12回の行事食の提供も行っています。

日本の郷土料理 かきまぜ飯・セロリのくたくた煮・梅風味サラダ・味噌汁・みかんゼリー和歌山

海外の国際料理
ナシゴレン・ガドガド・野菜のピクルス・
スープビーフン・フルーツカクテル

インドネシア

お正月は
赤飯でお祝い

クリスマスのイベントは
手作りケーキ付き

point

1

point

2
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栄養量や食事形態および嗜好など患者さん、利用者さんに応じた食事を提供して
います。今回は、家庭でも作れる柔らかミルフィーユかつをご紹介します。

患者さん・利用者さんによりおいしく楽しいお食事を提供できるように、
調理師のオリジナルライセンス制度を設けています。

ミルフィーユかつ
柔らかくて飲み込みやすい

オリジナルライセンス制度
調理師

とんかつは硬くなりがちな料理ですが、肉を
選ぶ際に一般的なロース肉ではなく豚バラ
スライスを使用してみて下さい。

おいしいPOINT

❶ 豚バラスライスを数枚重
ねてミルフィーユ状に。 ❷ 小麦粉、卵、パン粉をつけ

ます。 ❸ 黄金色に揚げてください。

実際の調理の完成度や技術、タイムトライアルなどの
実技試験を重ね、厨房で必要とされる技術を磨くこ
とを目的としています。

難しい試験でしたが自分の
技術を磨くことで患者さん
により良い食事を提供でき
るようチャレンジしました。

調理師
角所 樹奈

point

3

point

4
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南
淡
路
病
院
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

認知症リハビリテーション

　認知症には、脳活性化リハビリが有効です。認知症患者さんの残存機能に注目し、で

きること、好きなこと、得意なことをテーマとして、認知症患者さん同士コミュニケーション

を取りながら実施します。認知症は、今までできていた事が徐々にできなくなるため、自己

肯定感や自尊心が低下しやすくなります。そのため、失敗しないようさりげなくフォローす

る、できたことを称える・感謝の気持ちを伝えることが大切になります。脳活性化リハビリで、

できる事をどんどん引き出し、笑顔で前向きな生活を送っていただけるよう心掛けています。

家事は、精神面の活性化と生活リズムを

取り戻すことができます。役割を担ってい

ただき、自信の回復、孤独感の緩和に

繋げます。

家事活動  洗濯物たたみ・調理

患者さんに合わせた
さまざまな形の

リハビリテーションを
ご紹介！

精神科作業療法

精神科作業療法とは、作業を用いた「心と体

のリハビリテーション」です。作業とは身の回り

の事や仕事、趣味など誰もが行う日々の営みの

こと。得意なこと・やりたいことが、心と体の

元気に繋がります。体操・歌・作品作り・料

理・外出・園芸などを通じ、「楽しむ」「人と交

流する」ことで、健康や社会性を支援します。
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回想法は、仲間と思い出を語り合いながら、古い生活道具などを使

う作業を組み合わせたものです。認知症になっても、知識や経験は

保たれています。家事、手仕事、遊びなどをテーマになじみのある懐

かしい道具を用い、スタッフに対して作業の仕方を指導してもらうよう

に進めると、目を輝かせて自信たっぷりに教えてくれます。

草花や野菜などの植物や、身の回りにある自然とのかかわ

りから、心、体の健康、社会生活における健康の回復を

図ります。歩く、座る、立ち上がる、掘る、水をやる、雑

草を取る、収穫するなどの動作があるので、運動機能や

体力の増進に効果が期待できます。また、満足感や達成

感、ストレス発散や気分転換、思考力や想像力の向上、

記憶力の改善など、精神面にも良い影響を与えます。

回想法

園芸療法

認知症患者さんにとっての手工芸は、楽しみでもあり、現実との接点

です。安心して取り組めたり、自分の作品が目の前にあることが、そ

の人らしさを取り戻す手がかりとなります。また、作品を掲示したり賞賛

されることで、貢献できる・役立てるという肯定的感情にも繋がります。

創作活動

音楽活動は、BGMや音楽鑑賞、合唱などを通して、心身のリラク

ゼーションや機能の回復・維持を目的とします。また、一緒に体感

することで、感情易変、興奮、失見当の改善を図ります。心地よ

い音楽を聴くことで脳波・血圧・脈拍・発汗に変化が起こり、気

持ちが落ち着く、痛みや不安も和らぐという効果もあります。

音楽活動

収穫したものを使ってのお料理や
アレンジメント、小物づくりは、ご
友人やご家族とのコミュニケーシ
ョンにもつながります。
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　私は医師の指示の下、履修した 9 区分 16 行為

の特定行為を実践しています。患者さんへの早期介

入は症状の早期改善に繋がります。今後は、看護師

特定行為が浸透するよう実践を重ねることで、多く

の看護師が研修を受講できる土台作りができればと

思っています。また、臨床推論を学んだ事で患者さ

んを診療目線で見ることを意識するようになったの

は新しい発見でした。看護目線と診療目線を活かし、

Cure( 治療 )と Care( ケア )の両方の知識と技術を

身に着けていく必要があると感じています。

　現在、平成病院に 1名、東浦平成病院に 1名、訪

特定看護師

礒部 広次

問ステーションてとてと洲本に 1名、南淡路病院に

1名と淡路島のグループ病院内には 4名の看護師特

定行為研修修了者がいます。当院には更に現在 1名

の看護師特定行為研修者がおり、今年10月には終了

予定です。今後も年々増えていくことが見込まれてい

ますので、みなさんの御期待に沿えるよう頑張ります。

特
定
行
為
研
修
制
度
で
、
さ
ら

に
充
実
し
た
在
宅
医
療
を
提
供

通
常
、
看
護
師
は
医
師
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、

医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
は
、
医
師
の

判
断
を
待
つ
こ
と
な
く
、
特
定
の
医
療
行
為
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
国
民
の
多

く
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5
年
。
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
安
心
し
て
療
養
を
続
け
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
療
養
の
場
で
も
患
者
さ
ん
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
対
応
を
行
う
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
呼
吸
器
関
連

　（
人
工
呼
吸
器
設
定
・
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
な
ど
）

●
栄
養
に
関
わ
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理

　（
I
V
H
抜
去
・
P
I
C
C
挿
入
）

●
創
傷
管
理

　（
褥
創
壊
死
組
織
の
除
去
・
陰
圧
閉
鎖
療
法
）

●
栄
養
水
分
管
理

　（
脱
水
補
正
な
ど
）

●
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整

●
感
染
・
精
神
神
経
症
状
に
関
る
薬
剤
投
与

慢
性
期
医
療
に
特
化
し
た
特
定
行
為

看護師の
特定行為研修制度について

2025年問題をご存知でしょうか。後期高齢者の増加にともない、
多様な場所における医療行為の重要性が高まっています。
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地
域
連
携
室

教えて！
病院について気になることを何でも解決します！
分からないことがあれば、
いつでもお気軽にお声掛けください。

0799-53-1553
受付時間 月～土曜 午前 10:00～午後 4:00

次
の
4
つ
の
要
素
を
全
て
満
た
す

疾
患
が
難
病
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
発
病
の
原
因
が
明
ら
か
で
な
く

・
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い

・
希
少
な
疾
患
で
あ
る

・
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る

A.

次
の
2
つ
の
要
件
を
満
た
す
難
病

を
指
定
難
病
と
呼
び
ま
す
。

・
患
者
数
が
一
定
の
人
数（
人
口
の
約

0.1
%
程
度
、お
よ
そ
12
万
人
強
）に
達

し
な
い
こ
と

・
客
観
的
な
診
断
基
準（
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
）が
成
立
し
て
い
る
こ
と

2
0
1
9
年
7
月
現
在
で
3
3
3
疾
患

が
指
定
難
病
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

A.

難
病
医
療
費
助
成
制
度
を
活
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。医
療
費
助
成
を

受
け
る
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

申
請

手
続
き
は
次
の
よ
う
な
流
れ
で
す
。

❶
都
道
府
県
の
窓
口
で
必
要
書
類
を
入
手

❷
難
病
指
定
医
を
受
診
・
診
断
書
を
受
け
取
る

❸
都
道
府
県
の
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出

❹
都
道
府
県
の
担
当
課
か
ら
医
療
受
給
者
証

が
送
付
さ
れ
る

※
居
住
地
の
都
道
府
県
窓
口（
多
く
の
場
合

は
、市
の
保
健
所
や
健
康
福
祉
事
務
所
）に
、

申
請
手
続
き
方
法
を
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

A. Q
医
療
費
が
か
か
り
そ
う…

負
担
を
減
ら
す
方
法
は
？

Q
そ
も
そ
も
難
病
と
は
？

Q
難
病
の
中
に
あ
る

指
定
難
病
と
い
う
の
は
？

１
階
受
付
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

今
回
は
、大
塚
先
生
の
コ
ラ
ム
に
も
登
場

す
る「
意
味
性
認
知
症
」（
2
0
1
5
年
7

月
に
国
の
難
病
に
指
定
）に
も
関
係
し
た
、

指
定
難
病
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

- - - - c o l umn
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こころ - こえ

　
「
認
知
症
」
と
聞
い
て
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
を
思
い
浮
か
べ
る
人
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
お
よ
そ
、

認
知
症
の
方
の
６
割
程
度
を
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
方
が
占
め
て
い
る
の
で
、

そ
れ
も
納
得
で
き
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

私
の
よ
う
に
「
も
の
忘
れ
外
来
」
を
し
て

い
ま
す
と
、
あ
ま
り
お
目
に
か
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
利
き
手
は
ど
ち
ら
で
す

か
？
」
に
対
し
て
「
利
き
手
っ
て
何
？
」

と
返
答
し
、
「
右
手
で
左
肩
を
３
回
叩
い

て
く
だ
さ
い
」
に
対
し
て
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
わ
か
ら
な
い
様
子
の
方
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
意
味
性
認
知
症
と
い
わ
れ
る
疾
患

の
典
型
的
な
症
状
で
す
。
言
葉
の
意
味
が

わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
物
品
の

呼
称
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

齢
を
重
ね
ま
す
と
、
誰
で
も
物
品
の
名
前

が
出
に
く
く
な
っ
て
、
「
あ
れ
あ
れ
」
と

意味性認知症について

vol.4

お話：大塚 泰則 先生

発
症
早
期
に
は
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
よ
う
な
全
般
的
な
知
能
低
下
は
認
め
ま

せ
ん
の
で
、
認
知
症
と
気
付
か
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
65
歳
ま
で
に
発
症
す
る

方
が
多
く
、
２
０
１
５
年
に
は
厚
労
省
は

こ
の
意
味
性
認
知
症
を
難
病
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
普
通
に
生
活
し
て

い
た
の
に
言
葉
数
が
急
に
減
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
る
方
が
い
れ

ば
、
こ
う
い
っ
た
認
知
症
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
と
早
期
発
見
、
早
期
診
断
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　 

■

か
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
と
ど
う
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
に
な
る
と
、
言

葉
を
想
起
す
る
力
が
低
下
し
ま
す
が
、
ヒ

ン
ト
を
も
ら
う
と
思
い
出
す
こ
と
や
、
正

解
を
言
わ
れ
る
と
、
「
あ
、
そ
う
だ
」
と

再
認
識
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
意
味

性
認
知
症
の
方
は
言
葉
そ
の
も
の
が
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
鉛
筆
を
お
見
せ
し
て
、
「
こ

れ
は
何
で
す
か
？
」
と
質
問
し
ま
す
。
答

え
ら
れ
な
い
で
い
る
と
、
こ
ち
ら
が

「
エ
」
「
エ
ン
」
「
エ
ン
ピ
」
と
ヒ
ン
ト

を
出
し
て
い
き
ま
す
が
、
「
あ
、
こ
れ
は

エ
ン
ピ
で
す
か
」
と
い
っ
た
会
話
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
「
海
老
」
を
「
カ

イ
ロ
ウ
」
、
「
千
葉
」
を
「
セ
ン
ハ
」
、

「
田
舎
」
を
「
タ
シ
ャ
」
と
言
っ
た
り
し

ま
す
。
「
石
の
上
に
も
」
「
猿
も
木
か

ら
」
「
犬
も
歩
け
ば
」
の
続
き
の
後
半
部

分
が
言
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

適
切
な
会
話
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
が
、

co l umn - - - -
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食事のムセを予防する
お口の体操

vol.4
ここ

ろと
から

だをゆっ
く
り
ほ
ぐ
す

ストレッチ
リハビリスタッフと心療内科が共同監修！

お家で出
来る

one point advice

お口の開け閉め

お口を大きく開けて『あ』、お口をぎゅっと閉じて『ん』を10回×2

～3セット繰り返します。『あ』はできるだけ大きくお口を開け、

『ん』はくちびるをしっかり閉じてください。

首の体操

首を上下に動かします。次に左右にぐるっと回します。そ

れぞれ10秒かけて、2～3回ずつゆっくりと行ってください。

きれいな姿勢で！

お口や首の体操と言えど、きれいな姿勢で行うことが重要です。まっすぐ姿勢

を正して行うことで、お口や首の筋肉が効果的に運動されます。もちろん、お

食事もきれいな姿勢で召し上がって下さいね！

お口のなかの体操（発声）

大きな声で『ぱ・た・か・ら』と10回発声します。息をしっかり

吐きながらはっきりと発音するように意識してみてください。

「食事をするとムセる」「最近飲み込みにくくなってきた」

そんな症状はありませんか？

もしかしたら食べ物を飲み込む力が弱ってきているかもしれません。

放っておくと肺炎の原因になることがあります。

ワンポイント
アドバイス

あ ん

ぱ

た か

ら

- - - - c o l umn
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外来担当表

総合診療科

精神科

午前 伊豆

山崎

山崎

ー

ー

小山

小山

大塚
（もの忘れ外来）

大塚
（もの忘れ外来）

大塚
（もの忘れ外来）

大塚
（もの忘れ外来）

山崎

山崎

志村 伊井 今倉
（徳島大学呼吸器・
膠原病内科）

ー ー

午前

午後

■ 診療科目 内科・心療内科・神経内科・精神科・リハビリテーション科
■ 診療時間 月～土曜 午前 9:00～12:00
  午後 3:00～5:30
 ※曜日によって変動があります
■ 休 診 日 日曜祝日・年末年始

■ 基本理念 ■ 基本方針

・患者さんの人権を尊重し、精神障害や認知症に対する偏見を取り除くよう努力します。

・安全な医療を目指すシステム管理とスタッフ研修を徹底します。（チーム医療の重視）

・高齢者に対する全人的な医療を、インフォームド・コンセントを尊重しつつ提供します。

・患者さんが安らげる療養環境を提供します。

・関連施設との連携を大切にします。

月 火 水 木 金 土2019 年 7月1日現在


